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五
ご

声
せい

は前
ぜん

出
しゅつ

春
はる

近
ちか

村
むら

下
しも

牧
まき

の加
か

納
のう

与
よ

惣
そう

、梅
ばい

竹
ちく

は加
か

納
のう

惣
そう

十
じゅう

郎
ろう

、五
ご

声
せい

の叔
お

父
じ

に当
あた

り、蝸
か

石
じゃく？

は東春
はる

近
ちか

村
むら

上
かみ

殿
との

島
じま

の細
ほそ

田
だ

知
ち

和
わ

次
じ？

で五
ご

声
せい

の母
はは

の甥
おい

である。（宮
みや

田
だ

村
むら

伊
い

藤
とう

左
そ

右
う

司
じ

氏
し

蔵
ぞう

。次
つぎ

の二
に

通
つう

同
おなじ

） 

 

青
せい

陽
よう

の御
ぎょ

慶
けい

千
せん

里
り

同
どう

風
ふう

芽
め

出
で

多
た

久
く

申
もうし

納
おさめ

候
そうろう

。尊
そん

館
かん

御
お

揃
そろい

益
ますます

御
ご

静
せい

祥
しょう

被
あそば

遊
され

御
ご

重
ちょう

齢
れい

恐
きょう

悦
えつ

至
し

極
ごくに

奉
ぞんじ

存
たてまつり

候
そうろう

。右
みぎ

年
ねん

頭
とう

の御
ご

祝
しゅく

詞
し

為
す

可
べく

奉
もうし

申
あげ

上
たてまつり

捧
ぐ

愚
さつ

札
ささげ

候
そうろう

。恐
きょう

惶
こう

謹
きん

言
げん

｛新年のあいさつ文であ

る。｝ 

 

正
しょう

月
がつ

七
なの

日
か

 井
せい

月
げつ

 

五
ご

声
せい

君
くん

 梅
ばい

竹
ちく

君
くん

 蝸
か

石
じゃく

君
くん

 参
さん

人
にん

々
にん

御
おん

中
ちゅう

 

｛「蝸石」の読みが判らない。仮にかじゃくと読んでみたが、間違っているかも知れない。｝ 

 

尚
なお

々
なお

年
ねん

内
ない

は何
なに

廉
かと

御
ご

懇
こん

命
めい

ヲ
を

蒙
こうむ

り難
あり

有
がたき

仕
し

合
あわせに

候
そうろう

。歳
せい

暮
ぼ

鳥
ちょ

渡
っと

も 伺
うかがい

□（一字不明） 可
つかまつる

仕
べく

心
こころ

得
え

罷
まかり

在
あり

候
そうろう

処
ところ

、彼
かれ

是
これ

不
ふ

如
にょ

意
い

紛
まぎ

れ勝
がち

、申
もうし

訳
わけ

も無
これ

之
なく

御
ご

疎
そ

音
いん

、平
ひら

ニ
に

御
ご

海
かい

恕
じょ

可
なし

被
くだ

成
さる

下
べく

候
そうろう

。【なお、旧年中

は何かと親切にしていただき、ありがとうございました。年の暮れの挨拶にうかがうつもりでし

たが、いろいろ思うようにならず紛れがちとなり、ご疎音になったこと申し訳ありません。平に

お許し下さい。】｛「懇命」は親切にすること。「不如意」は思うようにならないこと。「海恕」は

海のような広い心で許すこと。｝ 

 

一
ひとつ

、歳
さい

旦
たん

摺
ずり

も 漸
ようやく

出
で

来
き

に相
あい

成
なり

、然
しか

ル
る

処
ところ

絵
え

の具
ぐ

の内
うち

最
もっとも

第
だい

一
いち

の紅
べに

に差
さし

支
つかえ

、何
なん

共
とも

毎
まい

度
ど

御
ご

無
む

心
しん

申
もうし

上
あげ

候
そうろう

事
こと

には御
ご

坐
ざ

候
そうら

へ
え

共
ども

、御
お

手
て

製
せい

の生
なま

紅
べに

○程
ほど

（高
たか

津
つ

曰
いわく

五
ご

分
ぶ

直
ちょっ

径
けい

位
くらい

の円
えん

）頂
ちょう

戴
だい

仕
し

度
たく

、何
なに

卒
とぞ

御
ご

尊
そん

母
ぼ

様
さま

に 宜
よろしく

奉
ねがい

願
あげ

上
たてまつり

候
そうろう

。御
お

取
とり

次
つぎ

被
くだし

下
お

置
かれ

候
そうろう

様
よう

偏
ひとえに

奉
ねがい

希
あげ

上
たてまつり

候
そうろう

。恐
きょう

々
きょう

頓
とん

首
しゅ

【歳旦摺も

ようやく出来ました。しかし絵の具のうち一番大事な紅色が足りず、毎度お願いしていることで

すが、お手製の紅を頂戴したく、なにとぞお母上様によろしくお願いします。お取次ぎをお願い

します。】｛「歳旦摺」とは、門人たちの俳句を集めて一枚の刷り物にし、新年を祝う席で披露す

るものだった。その刷り物に、めでたい挿絵を入れるため、紅の絵の具を頂戴したい、というの



だろう。｝ 

 

再
さい

白
はく

、余
あま

りあら〱
あら

敷
しき

品
しな

には御
ご

坐
ざ

候
そうら

へ
え

共
ども

、干
ほし

柿
がき

一
いち

把
わ

備
つぶさに

貴
き

覧
らん

候
そうろう

。誠
まことに

以
もって

（以カ御カ）年
とし

玉
だま

の印
しるし

迄
まで

に御
ご

坐
ざ

候
そうろう

。御
ご

笑
しょう

留
りゅう

被
くだ

下
され

候
そうら

へ
え

ば千
せん

両
りょう

の至
いたり

に御
ご

座
ざ

候
そうろう

。尚
なお

近
きん

日
じつ

以
さんを

参
もって

万
ばん

々
ばん

可
もうし

奉
あげ

申
たてまつる

上
べく

候
そうろう

。不
ふ

具
ぐ

【追伸。粗末な品ですが、干し柿をお年玉として差し上げますので、受け取ってい

ただけたら嬉しいです。なお近日お目にかかって、いろいろ申し上げます。】｛「再白」は追伸の

こと。「不具」は整わない文章ですみません、という意味。｝ 

 


